
１．はじめに

旭川・紋別自動車道は、北海道縦貫自動車道比
布ジャンクションから分岐し、紋別市に至る延長
１３０kmの一般国道の自動車専用道路であり、北
海道縦貫自動車道と一体となって道央圏・道北圏
とオホーツク圏を結ぶ高規格幹線道路網を形成し
ます。
国土・地域ネットワークの構築により道北圏と
オホーツク圏の連携強化を図り、物流効率化の支
援や個性ある地域の形成、円滑なモビリティの確
保に寄与することを目的としています。
工事概要
�１ 工 事 名：旭川紋別自動車道遠軽町

丸瀬布改良工事
�２ 発 注 者：北海道開発局網走開発建設部
�３ 工事場所：北海道紋別郡遠軽町

�４ 工 期：平成２２年４月１日～
平成２３年３月１０日

�５ 工事内容：道路改良
カルバート工【３６．８×７．５×５．０】

１基
頂版工【サンドイッチ頂版】３５０m２

仮設工 一式
工事用道路 １６０m

２．現場における課題・問題点

丸瀬布改良工事における函渠は、最大壁厚１，０００
mmと比較的部材厚の大きな構造物であることか
ら、セメントの水和熱に起因する温度ひび割れの
発生が懸念される。
セメントの水和熱、現場の気象条件、コンクリー
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図―１ 現場位置図

図―２ 完成
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トの力学特性、施工条件などを考慮した温度応力
解析（FEM解析）を行い、温度ひび割れの照査
およびひびわれ抑制対策について検討した結果を
とりまとめたものである。
解析方法として、まず温度解析を応力解析を行
い、温度応力を算定する。
温度応力が算定された後、温度ひび割れの照査
（安全係数・ひび割れ指数）を行い、温度ひび割
れ抑制対策の検討を行う。
検討対象構造物は、構造物の代表として、B１
函渠の壁部材に着目し解析を行うこととした。

３．対応策・工夫・改良点

＊ケース１
解析を行うにあたり、現場条件を決定し地盤を
含め３次元有限要素法でモデル化し（図―２）、拘
束条件を決定する（図―３）。
解析ひび割れ指数の目標値を、標準仕方書・指
針よりひび割れ発生確率を２５％以内とし、ひび割
れ指数（安全係数）を１．２３と設定した。
分布図および指数履歴図から、B１函渠の壁部

材では最小ひび割れ指数は、０．６２であり本検討に
おける安全係数は１．２３以上を満たさない結果とな
った。
上記の検討により、安全係数を満たさなかった
のでひび割れ防止対策を検討する。
防止対策としては、温度降下に伴う熱収縮が先
行リフトから拘束され外部拘束応力が卓越した結
果であるため、工程・ひび割れ制御効果などの観
点から誘発目地の増設、打設温度の低減及び、打
設スケジュールの短縮について検討する。
＊ケース２

図―３ 解析モデル

図―４ 拘束条件

図―５ 温度ひび割れ指数と温度ひび割れ発生確率との関係

図―６ ひび割れ分布図�１
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解析条件を変更し再度解析を行った。
（誘発目地の増設＠５ｍ・打設温度の低減）
分布図および指数履歴図から、ケース２の壁部
材では最小ひび割れ指数は３リフト左壁内部で
１．２６となり、安全係数を満たす結果となった。
ケース１に対し打設温度を低減することによる
温度降下量の低下、各リフトの打設スケジュール
の短縮及び誘発目地の増設による先行リフトから
受ける拘束度の低下により、比較的大きな改善傾
向が確認できた。
上記の結果をふまえ、丸瀬布改良工事は設計目
地の増設・打設温度の低減を実施することと決め
た。

４．まとめ

誘発目地を＠５ｍに増設し、コンクリート打設
作業中・打設後においては、初期温度が増大しな
いように温度低減対策を実施した。特に留意した
ことは、解析条件以下（温度条件）にならないよ
うにコンクリート内部温度計を使用しコンクリー
ト温度の管理・計測を行った。
上記のひび割れ対策を行った結果、２月初旬時
点での観測におけるひび割れは発生していないた
め、解析による検討結果が妥当であり効果が確認
された。しかし、引き続き追跡調査の必要がある。

図―７ ひび割れ分布図�２

図―８ 誘発目地の設置状況 図―９ 誘発目地の設置状況

図―１０ 養生状況（仮屋根による温度低減対策）

図―１１ 養生状況（散水による温度低減対策）
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